















学位記番号第 1 383 5 号
学位授与年月日 平成 10 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科電子工学専攻












第 2 章では，問題解決オントロジーの基本構成と問題解決オントロジーが定める公理について述べている o
問題解決オントロジーを構成するにあたって本研究では，オントロジーとモデ‘ルの関係を詳細に分析しているo オ
ントロジーは対象をモデル化する際の規約であり，モデルはオントロジーが定める公理によってその整合性が保証さ
れる o 問題解決過程を表現するモデルとして， (1) 問題解決過程の記述のモデルと (II) 問題解決過程の意味を表
すモデルを設定している。そして，この二つのモデルに対する規約として，問題解決オントロジーが定める三つの公
理(( 1 )統語論的公理， (II) 概念、レベル公理， (III) 語用論的公理)を明らかにしているo
第 3 章では，問題解決オントロジーを基盤としたシステム，概念レベルプログラミング環境 CLEPE (Conceptual 


































る O さらに， この環境では問題解決モデ、ルの不具合を指摘できるような機能が実現されている。これら (a)(b)で実
現されている機能は，オントロジーとモデ、ルの関係を明確にすることで実現可能となるものである。
(5)問題解決モデルには， (a)問題解決の記述を表すモデルと， (b)その意味内容を表すモデルがある O 問題解決オント
ロジーに基づいて，問題解決の記述を表すモデルから，その意味を表すモデルへ変換するメカニズムと，その際
に利用される問題解決オントロジーの役割を明確にしている o そして，具体的対象として13のスケジューリング
タスクを対象に，上述の 2 つのモデルの間の変換の連続性が実現されることを確認し，問題解決オントロジーの
有効性を示している。
以上のように，本論文は問題解決オントロジーについて詳細に分析し，その構成，内容，役割，能力，モデルとの
関係，利用メカニズムを明らかにすることによって，問題解決オントロジーの有効性を示しており，得られている成
果はオントロジー工学ならびに知識工学に貢献するところが大きし」よって，本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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